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飯島町子育て支援センター　藤田　初美

BP2ファシリテーター実践記 　  長野県飯島町

飯島町でのＢＰ２プログラムの取り組み

ＢＰ２プログラムとの出会い
　私は現在、長野県上伊那郡飯島町にある子育て支援セ
ンターに勤務しています。
　私は、もともと助産師として病院に勤務していました。
そこでは、出産後の母子に愛着形成を促す支援をしてき
ましたが、どんな成果が得られたのかその時はわかりま
せんでした。そして、２人の息子の出産・子育てを経験
する中で子育て支援に関心を持ちました。最初の子育て
はアレルギーのある長男、夜も寝られない日々が続き、
心身共に疲弊していました。しかし、出産を機に助産師
として目指す姿を見出したように感じていた私は、一人
前の助産師となるべく意気込んで仕事に復帰しました。
その当時のことを一言で振り返ると、育児と仕事の両立
が難しかったということだと思います。次男の子育ては、
赤ちゃんってこんなにかわいいの！これは驚きでした。
このような２人の子育てで経験したことが何か生かせな
いかと思った時に、この仕事に就けたこと、偶然にもＢ
Ｐプログラムと出会えたことは私にとって幸運だったと
思います。自分自身にとっても子育てのやり直しのチャ
ンスをもらえました。
　その後、子育て支援センターに勤務し、利用する親子
に関わる中で、きょうだいが誕生した後のお母さんの戸
惑いの様子を目にしてきました。町でＢＰ２プログラム
（以下「ＢＰ２」と表記）が始まることを知り、２人の
子どもの子育て真っ最中で、上の子との関わりにも悩ん
でいる自分が少しでも自己研鑽できるかもと期待もしな
がら養成講座に応募しました。また最初の認定の講座を
開催するとき、町の保健師や支援センター長から「やっ
てみたら」と予算の工面や様々な援助を頂きました。自
分自身も「ちゃんとやり遂げるぞ」の覚悟で講座がスタ
ートしました。今回は、私たちの職場でのＢＰ２を通し
ての発見や学びをみなさんに報告させて頂きます。

回を重ねて楽しい仲間に
　ＢＰ２は、偶然に赤ちゃんの誕生日が近いという共通
点で集まったお母さんたちですので、初めましてのあい
さつから始まる方がほとんどです。回を重ねていくうち
にお互いのことを知り合えて、お子さんのことや取り巻
く環境が分かり、ニックネームで呼び合うようになり、
最終回の５回目は、「終わっちゃうのがさみしい、また
来月にでも会いたいね」と言い合えるようになるのです。
こちらとしても、このように集まって頂いた方が、子育
て仲間となり楽しそうにお茶会をしている様子が見てと
れて、とても楽しい気持ちになります。こうしたつなが
りができることは、ＢＰ２の本当にすごいと思うことの

１つ目です。また
ＢＰ２は、全体が
つながりのあるプ
ログラムになって
いますので、丁寧
に進めていくこと
で、初めての実践
でも、資格や経験

に関係なくどなたが実施しても、似たような雰囲気にな
っていくのではないかと思います。お話の雰囲気は集ま
った方により開催ごとに違いますので、どうなっていく
のかはお楽しみです。

関わり方を変えてみたら・・
　ＢＰ２では、セッションの初めに、どんな一週間を過
ごしていたのか、参加者に１人一言ずつ言って頂く機会
があります。参加者のエピソードを紹介すると、子ども
にいつも気持ちをうまく伝えられないお母さんが、「言
葉で伝えて」と子どもに聞いてみたそうです。すると、
「ママ笑って！」と言われ、自分がいつも怒ってばかり
いるように子どもには見えていたことに反省されたそう
です。次の週には、「ママ、かわいい顔しているよ」と
言ってもらえたと嬉しい報告をお聞きしました。このよ
うに、関わり方を変えてみたらこうだった、というお話
を聞くことで自分自身も元気をもらえます。

お母さんの戸惑いのわけ
　きょうだいが誕生し、新しい家族が増えたことは喜ば
しいことですが、子育てを始めたお母さんたちの戸惑い
の声も多く聞かれます。「思ったより大変だった」「上
の子をかわいいと思えない」「ママ嫌いと言われる、本
心ではないと思っても傷つく」といった言葉。そして、
お母さんは「そんなふうに思う、私がいけないのだと思
う」「イライラしているのは私だけだと思う」と自分を
責めています。しかし、ＢＰ２に継続的に参加していく
ことでみんな同じに悩んでいた、私だけがイライラして
いたのではなかったと分かって安心できた、こうした気
持ちは多くのお母さんが感じていることのようです。
　そして、お母さん自身についても、産後の大きな変化
の中にあり、イライラしやすい時期であること、ピエロ
バランスが崩れている時期であることなどを知るうちに、
ご自身の置かれている状況と照らし合わせて戸惑いの原
因を理解されていくようです。これはＢＰ２の時期が、
下のお子さんが２～５か月という、子育てを始めたばか
りの早い時期なので深刻にならずに言葉にできるよい時
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期なのだと思います。そして、こうした学習を通じて安
心してお子さんと向き合うことができるようになるのだ
と思います。

お母さん同士の話し合いのこと
　プログラムはお母さん同士の話し合いが中心で進んで
いきます。２回目セッションでは「子どもとの関わり
方」を考えますが、ペアで上の子の困った行動を１つず
つ出し合って、どうしたのか、なぜそうなるのかなと考
えを出し合います。その時、母の気持ちと子どもの気持
ちを分けて考えてみます。ペアでの話し合いの中で、印
象に残っている一例ですが、「子どもがマイペース」と
いう困り事を出した母の気持ちは、「夜はスッと寝て、
朝はサッと起きてほしい」。それに対して「それは難し
いかもね」と話が弾んで進んでいきます。
　母親自身の気持ちを言葉にすることで、自分の中で潜
在化されていた想いが明らかとなり、子どもの気持ちも
見えてくる。このような体験をそれぞれのペアがされて
いるのではないかと思います。また、ペアで考えること
で言葉がポジティブに変換されたりします。問題解決ア
プローチを使って、子どもの困りごとに向き合いながら、
他のお母さんの視点も取り入れて、子どもとどう関わっ
たらいいのかが見えてくるのだと思います。

発達に合った関わりを　
　ＢＰ２の参加対象者は、生まれたばかりの下の子がい
て、上の子が幼児期にあるという限定がありますので、
上の子には１歳から６歳までと年齢に幅が出てきます。
４回目セッションでの出来事ですが、上の子が２歳の母
と、上の子が５歳の母とのやり取りです。「どんな時に
ストレスを感じますか？」との問いかけに、上の子が２
歳のお母さんが、「これはみなさんも絶対にあると思い
ますが」と言って「２人が同時に泣くとき」と挙げまし
た。ところが、上の子が５歳のお母さんが、「えっ、そ
んなことがあるの！」と驚きの発言。上の子は２歳でも
お姉ちゃん、５歳でのお姉ちゃんとの違いに気が付きま
す。そして、２歳のお姉ちゃんを育てているお母さんは、
子どもがまだまだ小さいこと、幼児期であっても前期の
段階にあることをプログラムの中で気付かされます。そ
して、「今は自律心を育てる時、ガミガミ叱る時期では
ない」と子どもの立場で子育てしていきたいと話されて
いました。

進め方のコツ・子育て支援の基本的な考え方
　ＢＰプログラムを運営していく人をファシリテーター
と言いますが、「ＢＰファシリテーターは、黒子（くろ
こ）」なのです。私事ですが、中学生の時生徒会で副会
長に立候補し、「黒子として頑張ります」と発表したこ
とを、ＢＰに関わる時々に思い出しています。そのとき
から、黒子の立ち位置は合っていたのかもしれません。
それはさておき、回を重ねる毎に分かってくることもあ
りますが、気持ちはいつも黒子で、初心を忘れず丁寧に

運営していくことを心がけていこうと思います。その中
では、どなたかが話し合いのきっかけの一言を発してく
れるのを「待つ」、これがなかなか難しいですが、「シ
ーン」として言葉のない時間は、それぞれがお子さんの
ことを想い、向き合っている大切な時間だと思えるよう
になってきました。そして、お子さんと向き合おうとす
る姿勢や、「夜泣きで２時まで眠れなかったけど、参加
されること」など、回を重ねていくうちに、「親はみな、
子どもを愛し、よい親になりたいと願っている。そして、
子どもが健康に幸せに生きることを願っている」と実感
できるようになってきました。これは、ＢＰの基本姿勢
で、親に対する見方です。これは、ＢＰプログラムに参
加された方もされていない方も同じだろうと思えるので
す。子育て支援に関わる立場として、ＢＰと出会えたこ
とが、幸運だったと思います。

コロナ禍での運営について
　令和２年度は、新型コロナウイルスという見えない相
手との闘いに不安が広がり、これまでに経験したことの
ない状況で周産期や子育て期を過ごさなければなくなり
ました。出産後も実家との往来を制限され、外出するこ
ともままならず、家にばかりいることを強いられていま
す。一度は、プログラムの途中で中止とのお知らせをし
なければなりませんでした。その時は、役場の方と相談
した際に「途中ではよくない、やろう！」と言って頂け
ましたので、最後まで実施できました。しかし一度は、
参加を見合わせていただかなければなりませんでした。

今後に向けて　
　親子の絆や、愛着形成は互いの間にあるものだと思い
ます。子どもの発達段階を知り、関わり方を工夫できる
こと、いつからでもやり直しができると思えること、子
どもの言い分を理解しようと努め、穏やかに向き合える
こと、自身も大切にしていいと思えること、このような
子育てのポイントをたくさん知り得ることができます。
「今の私の関わりは、きょうだいの仲をよくすること、
家族の絆づくりだと思う」、これは参加した方の言葉で
す。コロナ禍ではありますが、町では対象となる全員の
方をお誘いしています。ＢＰプログラムが実施できるチ
ャンスを逃さず、一人でも多くの方に参加していただき
たいと思います。なぜなら、親子・家族の絆を深め子ど
もを育てる人生を楽しんでほしい、子育てママへ力強い
応援を届けることができるからです。ＢＰへの取り組み
は、子育て支援の課題への取り組みであると思っていま
す。私も、子育てのやり直しをまあまあ楽しんでいます。
５年生になった長男が、「僕は、もう少しして中学生く
らいになったら喋らなくなるよ、今はこんなにお喋りだ
けどね。」男はそういうものなんだと、４月の桜の木の
下を散歩していっぱいお喋りをした日を忘れずに。親に
なることは難しい、でもやり直しは必ずできると信じて、
どんなことがあるかわかりませんが、楽しんで応援して
いきたいと思っています。
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